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ま え が き

平成3年10月13日から10月24日にかけて､フィリピン共和国セブ島およぴバナイ島にお

いて､農業開発事業に関する事前調査(基礎調査)を実施した.調査団員の構成は次のと

おりである｡

山 中 誠 仁

野 崎 裕

総括/農業土木

地域計画/農業経済/環境

フィリピン国政肘は､中期開発計画(1987-92年)において､ ①貧困の撲滅､ ②生産的

雇用機会の創出､ ⑧平等および社会的公正の推進を政策目標としており､短期的には経宿

再建､中長期的には持続的経済成長を目指している｡また､同計画では農業･農村開発を

最優先とし,農民層の生活の安定､向上に重点を置いている｡さらに､民間セクターが成

長の原動力として強調され､民間主導による内需拡大による径済成長を目指し､そのため

の呼び水として､短期的には公共事業などの財政支出を増大させようとしている｡

一方､森林資源は､不法占拠者による耕作､山火事､過放牧､過度の伐採､農地などへ

の転用により､近年急速に減少している｡そのため､山地は草原化し､土壌侵食､土砂萌

壊が多発し､ダムの堆砂量が激増している｡

このような状況のもと､セブ島ではマナンガ川流域における農業環境整備計画について､

バナイ島で与まアクラン川かんがい地区における農村総合整備計画について､計画の可能性

と実施上の問題点に関する調査を行った｡農業部門の開発は､フィリピン国の今後の発展

にとって､最も重要であるといえ､本調査案件は共に開発優先度の高いものであり､計画

の実現について関係機関の強い要望t)あり､早期の実施が望まれる.

調査の実施にあたり､セプ州､セブ市､セブ首都圏開発計画､国家かんがい庁､農業省

およびその他の現地関係機関の多大な協力を得たc また､日本国大使館およびJfCA専門家

から貴重な助言.と協力を頂いた｡ここに､深甚なる謝意を表わす次第です｡

平成3年11月

フィリピン共和国

農業開発事業事前…珂査団

山 中 誠 仁
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要 約

国 名

案 件名

地 区名

担当機関

フィリピン共和国

セブ島マナンガ川流域農業環境整備計画

マナンガ川涜域

セブ州政肘､セプ首都圏開発計画

1.事業の背景

フィリピン国における森林資源は､近年急速に減少している｡特に,セブ島では森

林被覆率が極端に低く､全国の最低を示している.さらに､ Mananga川の全流域は､

-Philippine甘atersheds Development Plan■ で危機状況にある地域として区分され

ている｡

一方､セブ首都圏の急激な人口の増加に伴なう上水の需要量に対応するために､

Mananga川中流のv'Bl16呼独pに給水用の大型ダムを建設し､セプ首都圏に給水する計画

が進められている. BuotTia&pダムの湛水域には約270家族が居住している.したがっ

て､ダム建設に伴なしi､これらの家族の移転が必要である｡さらに､流域管血､かん

では､ B.uQLtlTatJPダムの耐用年数にも大きく影響するo

2.事業概要

セブ首都圏水道局によって計画されている"11ananga川開発計画ProgramⅡ Phase

-Ⅱ一 に基づいて建設される､.8紺もuPダムによって水没する約270家族の･移転先の

新集落の生活環境および生産環境を整備する｡また､新集落を流域の環境保全のモデ

ル農村と位置付け､植林､アグロホレストリー､土壌保全などを導入し､環境保全型

の農業技術の開発と涜域全域への普及を実施する｡さらに､環境研究センターを設置

し､流域および一般住民に環境教育を実施すると共に研究活動を行う｡

本計画で整備する主要施設および機材は次のとおりである｡

1.新集落の生活基盤施設および社会基盤施設

2.保全型農業生産機材

3.環境研究センター



国 名

案 件 名

地 区名

担当機関

フィリピン共和国

バナイ島アクラン川流域農村総合整備計画

アクラン川流域

国家かんがい庁

1.事業の背景

Aklar]川流域には両岸から取水する`Aklan川かんがいシステム”が国家かんがい

庁によって運営されている｡受益面積は3,920baである｡しかし,堆砂により､取水

口および水路の管理に毎年膨大な貴用と労力を費し､問題をきたしている｡さらに､

受益地区はAklan川によって二分されているため､両岸を結ぶ交通は唯一河口の

Kalibo橋の利用により可能である.

現在､人口の増加に伴って､地域での食料供給の不足が懸念されている｡さらに､

道路､橋梁などの社会基盤施設の不備は､域内交流を阻害し､経済発展を妨げている｡

老朽化した既存のかんがい施設を改善し､社会基盤施設を整備し,限界に達している

生産性を向上させることは､緊急の課題である｡

2.事業概要

既存の"Aklan川かんがいシステム'の問題点を改善するとともに､地域の農村環

境を整備することを目標に､次の項目を実施する｡

1. 3,920haの既存かんがい農地の生産性の向上

2. 380haの天水農地へのかんがい導入

3. Aklan川の東西両岸の交流手段の向上

4.地域の社会基盤施設の改善

5.かんがい施設の管理運営費の低減

6.雇用機会の増大

7.地域間格差の是正

8.地域経済の活性化による民生安定

整備する主要な施設は,次のとおりである｡

1.取水堰 : 取水ダム､ Dumga Brushダム

2.かんがい施設 西幹線用水路､西王水路

3.道路 : 取水堰-Malinao道路､ Banga-New官ashington道路
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1.セブ島マナンガ川琉域農業環境整備計画



計画位置図
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1.

Cebu州のオスメナ知事は､

凹arlanga川流域農業環境整備

計画の早期実環を切望して

いる｡

2.

Mananga川中流では､セプ

首都圏水道局によって､首葡

圏への給水のためのLusaran

ダムの建設が計画されているo

3.

BtJOt:Ta研pダムの堪水域には､

約2TO家族が居住し､農業を

営んでいる｡
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4.

Ma□aDga川涜域は､約80%

の地区が斜度50%以上の急勾

配で､森林がほとんど消失し

ているo

5.

荒廃地では､林地の約100

倍以上の土壌侵食が発生する

といわれ､流域の土砂流出は

著しい｡

6.

流域では､ NGOによる構杯

事業が細々と行なわれている｡
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7.

土壌保全のための7グロホ

レストリーの試みも､実験的

に行なわれている｡

8.

淀城では,キク､バラ､ラ

ンなどの花井栽培が盛んで

あるo

9.

地域訓練センターは十分な

機能を発揮しておらず､本計

画に包括されることが望ま

れる｡



1.セブ島マナンガ川流域農業環境整備計ノ画

1.1計画の背景および目的

1.1.1背 景

フィリピン国における森林資源は､不法占拠者による耕作､山火事､過放牧､

過度の伐採､農地などへの転用により､近年急速に減少している｡国土面積に占

める森林面積の割合は､ 1950年の75%から88年には25%へと激減しているo 特に､

第ⅥⅠ地域(中央Visaya地域)では森林被覆率が3%と極端に低く､全国の最低を

示している｡

森林消失の主要な要因は､次のとおりである｡

1.焼畑移動耕作

2.低地村落社会からの不法占拠による農地転用

3.法律､制度など合法的措置による農地化､プランテーション､移住地への

転用

4.貯水池､道路など開発計画の附帯的用途への転用

近年､フィリピン国において特に問題となっているのは､低地村落の余剰人口

が森林を不法に占拠し､火入れ耕作をして森林消失の原因となっていることであ

るo これらの人々は､土地のない小作人､農場労働者､土地投機者などである｡

森林資源の減少は,地球規模でみれば､大気中の炭酸ガス量の増加による地球

の温暖化に影響を与え､地域においては､森林生産力,水資源の商養､土砂流出

の防止､野生生物の保護などの機能を減少させている｡特に､森林の消失によっ

て引き起される土壌侵食と土砂崩壊による土砂流出は､毎年膨大な量になり､堆

砂による水力発電､水道､かんがいなどのダム機能を無力化させ､重大な問題と

なっている｡

フィリピン国政府は森林資源の回復のため､ 75年大統領令第705号の改訂森林

法において,林業政策の全般的見直しを行なった｡この中で､造林政策として､

民間の資金､活力を生かして企業造林､樹林農園制度を発足させ､その効果的実

行のため､多くの奨励策が規定されている｡また､伐採権所有者に対しても造林

を義務付けることになった｡その後､造林は重要な国家的事業として位置付けら

れると共に､ -pROFEM” (Prografq for Forest Ecosystem ManageTnent､ 1976年) ､

`pROFEM-II' (1982年) ､ `pROFEM-FL- (Program for Forest Ecosystem

Manageqlerlt-Forest Livehood､ 1985年)が､次々と制度化されたo

5 -



総合社会林業プログラム(Integrated Social Forestry Program)は､いわゆ

るsocial rorestryといわれる林業形態のフィリピン版である｡総合社会林業プ

ログラムは､焼畑移動耕作の防止､焼畑や過放牧によって生じた荒廃林地の復旧

と活性化､焼畑移動耕作者や森林占拠者の生活の安定と向上を図ろうとするもの

であり､林業政策と社会政策の調和による地域振興対策である｡

1.1.2 上位計画および目的

Cebu首都圏水道局(MCWD)は1974年に設立され､ Cebu市および周辺地域への上

水の給水事業を行っているo現在､総需要量173千7TL3/日の28%に相当する約49

千77i/日を給水している.これは､ ADBの資金を利用したProgramIにおいて､

地下水開発によって達成されたものである｡現在､民間を含めた既存の井戸は61

本あり､生産量は84千7TL3/日であるo しかし､過度の揚水による水位低下､海岸

部の清水層での塩害の発生など､既に地下水開発はほぼ限界にきている｡

一方､ Cebu首都圏の急激な人口の増加に伴なう上水の需要量は､ 2000年には

283千7d/日と予測され,この増大に対応するために､ 84年に-1Mananga川水資

源潜在能調査-が行なわれた.これは､ ProgramⅡとして実施が決定されている.

ProgramⅡは2つのPhaseから構成されている.

Phase- Ⅰでの開発は､ Mananga川のMaghaway谷に一時貯留用のダムを建設し､

浸透水を井戸の掘削により確保する｡さらに､ Tisaに貯水池を設置するとともに

約40ね和の導水施設を整備するo 増加生産量は33千7TL3/日が計画されており､

Talisay地区の工場および家庭に給水される｡ Phase- Ⅰは93年に完成する予定

である｡

Phase- ⅡはMaghaway谷の約3 Fh上流のBuotTaupに給水用の大型ダムを建設し､

Tisa貯水池に導水する.この計画によるManarlga川からの給水量は95千7d/日で

ある｡

BuotTaupダムの諸元は次のとおりである.

型 式 : 重力式コンクリートダム

墳 高 9017t

堤 長 : 270TTL

天 端 標 高 153.5m.

総貯水容量 : 48百万7TL3

日 流 入 量 : 110千7R3

日 給 水 量 : 95千7TL3

小型発電所を併設する｡

-
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Phase-Ⅱは96年の完成を目懐に詳細設計を準備中である｡事業費は価格予

備費を含んで､ 90年価格で外貨分US$ 64.6百万､内貨分f 1,507.2百万､合計約

宇3,316百万(約170億円)である.

Bt1鹿町･atJpダムの湛水域には､約270家族が居住している.したがって､ダム建

設に伴な‾ホ､これらの家族の移転が必要である.一方､ Mananga川の全流域は､

-Philippine Watersheds Deve一opment Plan”で危機状況にある地域として区分

されているo流域管理いかんでは､ Bt[ot･Ta叩ダムの耐用年数にも大きく影響する｡

以上の背景から､水没家族の移転先の新集落を､植林を含む流域保全のモデル

農村と位置付け､農業環境を整備する必要がある｡

1.2

,計画地区の概要

1.2.1 Cebu島

Cebu島はVisaya諸島の中央に位置し､ Leyte島､ Bohol島およびNegros島に囲

まれているo南北約20Ofb､東西30-401bと細長く､内陸部には山地が連なり､

海沿いの狭い平野部に集落が点在している｡総面積は5,088Mである.

土壌は母岩に由来し､山地の北部は安山岩･玄武岩土壌､南部は頁岩･砂岩土

壌である｡海沿いの平野部は東部の沖積土壌を除いて石灰岩土壌が広く分布して

いる｡

気候は,季節風の影響によって短い乾期(1-3月)と明確でない雨期(7-

10月)に分けられる｡乾期は島の北部に比べ南部の方が比較的明確である｡年降

水量は1.500-2,000nmzである.平均気温は1月の23-26℃､ 7月の27-28℃で

あり,日格差は約10℃で､年格差より大きい｡

人口は2,646千人(90)で､東海岸に位置するCebu市を中心とするCebu首都圏に

は､百万人以上が居住している.年平均人口増加率は2.4% (80-90)セある.

人口密度は520人/Kdで､中央Visaya地域の平均307人/棚を大きく上回ってい

るo Cebu市はCebu島だCナでなく､Bohol島､ siquijor島およびNegros島東部で構

成される中央Visaya地域の中心地でもある｡

中央Visaya地域の産業分野別のGRDPの構成は,農林水産業22.7%､製造業31.8

%およぴサービス業45.5%であるo 農林水産業の中では農業が約42%を占めてい

る.また､ G甘DPの成長率は72年価格で7,6% (&8-89)であり､ここ数年同程度

の成長を達成している｡年平均インフレ率は13.1% (90)で､この数年上昇して

いる｡

Cebu島の主要産業は､農業､手工業および観光である｡農作物は､米､トウモ

ロコシ､サトウキビおよびマンゴなどの果樹が中心である｡近年､豊富な地下賓



源が注目され､銅,秩,金､銀､石炭､石灰岩などが採掘されている｡就業人口

は農業分野が最大で46.9% (98)を占めている｡また,失業率は8. 1%である｡

土地利用は､農地38.0%､林地36.8%､市街地2.2%,その他0.8%および荒

廃地22.1%である｡

i.2.2 Mananga川流域

Hananga川流域の総面積は7.994haであり,総面積の79%以上が斜度50%以上

の勾配を持つ､急峻な地形で特徴付けられる｡過去10年間の年平均降水量は

l,406nmである.

居住家族数は1.938家族であり､ 86%が農業従事者である.流域面積の約60?zo

は公用地であり､土地利用は低木､雑木林､荒地が41%､森林､果樹園および永

年作物地が36%である.主要農作物は､米､トウモロコシおよびその他の自給用

作物である｡

1.3 計画の概要

1.3.1基本構想

本計画の目的は､凹CVDによって計画されている"Mananga川開発計画Program

Ⅱ phase-Ⅱ一 に基づいて建設される､ BuotTAupダムによって水没する約270家

族の移転先の新集落の生活環境および生産環境を整備することである｡また､新

集落を流域の環境保全のモデル農村と位置付け､植林､アグロホレストリー､土

壌保全などを導入し､環境保全型の農業技術の開発と流域全域への普及を実施す

る.さらに､環境研究センタ-を設置し､流域および一般住民に環境教育を実施

するとともに研究活動を行う｡

本計画が実施されると､環境に対する認識が普及し､適切な流域管理が定着す

る結果､ ■BuぴぼaQpダムの堆砂は減少し､上水需要の増加するCebu首都圏の水供給

の改善に貢献することが期待される｡

1.3.2 計画の目標

本計画の目榛は次のとおりである｡
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1.やw):t･T叫pダムに水没する住民の移転先の新集落の生活基盤を整備する.

2. Mar]anga川流域の貧困層住民の生活水準を向上させるための社会基盤を整備

する｡

3.植林活動を実施し､流域保全を実現するとともに燃料､建設材を生産供給

する｡

4.生態的､永続的営農体系を確立し､保全型農業生産を実施する｡

5.アブロホレストリー､牧畜を導入し主要食料作物を増産する｡さらに､野菜､

果樹､花Ji=1栽培を導入し､農家収入を増大させる｡

6.生産技術を定着させるために､訓練､普及､指導組織を整備する｡

7.かんがい水を確保し､農業生産を向上させる｡

8.環境教育および研究のための環境研究センターを設置する｡

9.農地の土壌保全を確立し､土壌侵食､土砂嫡壊を減少させ､ ■Bud･TatJP.ダムか

らの給水を保障する｡

1.3.3 計画の内容

本計画で整備する主要施設および機材は次のとおりである0

1.新集落の生活基盤施設および社会基盤施設

一域内道路

一橋梁

一生活用水給水施設

一保健衛生施設

一致育施設

一訓練､普及施設

一社全店動施設

2.保全型農業生産機材

一植林機材

一土壌保全械材/傾斜地用小型農機具

-アグロホレストリー機材

一枚畜機材

-かんがい施設

3.環境研究センター

ー建物

-教育･研究機材

-展示研究樹木園

9 -



1.4 総合所見

今年11月のLeyte島における台風被害を見るまでもなく,フィリピン国での森林

消失は重大な問題を発生させている一｡

森林資源の減少は､木材伐採､農地拡大およびかん木休耕地の再利用などの被害

である｡その結果､下流域での土砂堆積を発生させ､ダムの貯水容量の減少､水力

発電能力の低下､排水体系の劣悪化､洪水発生の要因となっている｡

これに対し､造林については､長期の国家造林計画(FraD7eWOrk for a National

Forestation Program of the Philippines,1988-2000)が作成されており､このな

かで森林面積を40%にまで回復(18%超傾斜地の高地において)させることが目標

とされている｡

Mananga川流域の森林の消失は､国でも重視されており､ Cebu首都圏の将来にお

ける給水計画にも不安定材料となっている.このような状況において､ BuoptT鮎岬ダ

ムの建設による移転先の新集落を､環境保全のモデル農村と位置付けて整備するこ

とは､時宜にかなったものである｡政何が重要な国家的事業として位置づける造林

事業を実現化し､総合社会林業的な考え方を導入する本計画は､植林による流域の

保全とともに住民の生活の安定と向上に寄与するものである｡さらに､流域保全に

関する技術の開発と普及並びに地域住民の植林(造林)への参加体制の促進を通じ

て､地域(流域)における総合的環境管理休系の確立に対しても効果的に貢献する

ものと判断される｡
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2.バナイ島アクラン川涜域農村総合整備計画
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4.

かんがいシステムの東端部

では､施設が不十分であるb

5.

かんがい施設の不備とかん

がい用水の不足により､米の

収量は限界に達している｡
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新規の取水堰は､東岸の既

存取水口を利用するように計

画されている｡
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国家かんがい庁のデル･ロ

サリオ長官は､本計画の早期

の実施を切望している｡



2.バナイ島アク ラ ン川流域農村総合整備計画

2.1計画の背景および目的

2.1.1背 景

フィリピン国における農業部門の開発の特徴は､次の3点に要約される｡第1

に､農地の外延的拡大が1960年代の半ばに終わり､それ以後はかんがい施設の増

設などにより集約的農業が顕著となった｡第2に､米作は､国際稲作研究所やフ

ィリピン稲作研究所などの品種改良､栽培法の研究成果により､収量は年々顕著

な増加を記録し､米の自給が達成されてる｡第3に､人口の増加率が高いため土

地の制約が一層強まっている一方､サトウキビ､バナナ､ココヤシなどの作物に

関して､スペイン植民地時代に形成された大農園が現在も存続し､小農との経営

規模の格差が大きい｡

また､フィリピン国の農業が現在直面している主な課題は､次のように要約さ

れる｡

1.サトウキビやココヤシなどの伝統的輸出産品の国際価格が下落し､農業関連

の輸出収入が低迷している｡

2.政治的安定性や農業開発などの諸観点から､思い切った農地改革が必要とさ

れているが､その計画､実施は､地主の抵抗や資金の不足など､多くの困難に

直面し､順調に進んでいない｡

3.伝続的輸出産品の国際価格の下落､国内需要の多様化､農村労働力の増加な

どへの対応として､農業多様化の振興が計画されているが､栽培技術や加工､

流通などの改善すべき問題点が多いo

4.かんがい施設の維持､管理が悪く､かつ､既存施設は主に水田用に作られて

いるため畑作には向かない｡農村道路はあまり整備されておらず､農産物､生

産資材のアクセスは限られている｡

5.既存の流通機構は主に米およびココヤシ､サトウキビなど輸出用作物を対象

としたもので､畜産や野菜などのマ-ケティング組織､収穫後処理施設､包装

施設､加工施設などの整備が遅れている｡

6.制度金融は､従来から稲作を中心に行われてきたため､作目転換により生じ

る投資資金(土地整備や農機具購入､貯蔵施設の建設などの資金)を目的とす

る融資は非常に限られいる｡
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2.1.2 関連事業および目的

Panay島の北西部に位置するAklan県は､農業を基盤とする地域である.主要

作物は米とトウモロコシであり､特に､ Aklan)11流域には水田が広がっている.

Aklan県は天然資源に恵まれているが､基盤整備が不十分なため､十分に開発さ

れていない｡

^klan川流域には両岸から取水する 一Aklan川かんがいシステL/が国家かん

がい庁(NIA)によって運営されている｡受益面積は3.920haである｡しかし､

堆砂により､取水口および水路の管理に毎年膨大な費用と労力を要し､問題をき

たしている｡さらに､受益地区はAkla□川によって二分されているため､両岸を

結ぷ交通は唯一河口のKalibo橋の利用により可能である0

このため､ NIAはこれらの問題を解決するために､ 1988年既存事業の潜在力に

関する調査(P√e-ド/S)を実施した｡その結果､新たな取水口の建設による農

地面積3,920ha､作付率181%から農地面積4,736ha､作付率200%への拡大が

提案された｡

きらに､ NIAは上記の計画に関する詳細な調査(F/S)を1990年に実施した｡

その結果､作付率200%の達成､新規受益面積380haの拡大(総計4.300ha)お

よび取水堰を橋として利用することにより､両岸のMalinaoとBangaの交通を可

能にする計画が提案された｡内部収益率は15.6%であり､実施可能性は非常に高

く､ NIAは計画の早期実施を切望している｡

現在､人口の増加に伴って､地域での食料供給の不足が懸念されている｡さら

に､道路､橋梁などの社会基盤施設の不備は､域内交流を阻害し､経済発展を妨

げている｡老朽化した既存のかんがい施設を改善し､社会基盤施設を整備し､限

界に達している生産性を向上させることは緊急の課題である｡

2.2 計画地区の概要

2.2.1 Panay島

panay島はVisaya諸島の西端に位置し､フィリピン国で四番目に大きな島であ

る.総面積は11.692Kniである.東部には平野が広がっているが､西部は山岳地帯

に占められている｡

気候は､ 10月から4月までの乾期と5月から9月までの雨期に大別されるが､

区分は明確ではない｡

島の総人口は約2,500千人であり､最大のTloilo市は約284千人であるo 人口

増加率は2.4% (80-85)である｡人口の73%は農村人口であり､労働人口の57

16



%は農業部門である(88) o

主要産業は､東部の平野部における稲作およびトウモロコシ栽培を中心とする

農業である｡また､最近は漁業が盛んである｡さらに､鋼､鉄､金などの金属お

よび大理石､モリブデンなどの非金属資源が豊富である｡

土地利用の約58%は農業を目的としているが､実際は44%しか利用されてい

ない｡

Panay島を中心とする第Ⅵ地域(西Visaya地域)の農業部門の問題点は次のと

おりである｡

1.高い人口増加率

2.高い失業率および潜在失業率

3.森林の消失による生態的バランスの嫡壊

4.人口の増加に必要な農地拡大の限界

5.原材料および農産物の処理技術の不足

6.農村における基礎施設および支援施設の不足

7.基礎的社会サービスの欠如

2.2.2 Aklan川流域

Aklan川が位置するPanay島北西部の気候は､乾期､雨期の区別が明確でなく､

一般的に11月から4月までの乾期とその他の雨期に大別される｡年平均降水量は

4.9121mであり､ 11月が月最大で673J肌､ 4月が月最小で105mmである.

平均気温は､ 1月が月最低で26.5oC､ 5月が月最高で29.0℃であり､年較差

は小さい.年平均相対湿度は78.8%で年中湿潤であるo また､蒸発量の平均は

Poxas市においてl,833.2mJn (49-74)である.

卓越風向は南と北東であり､平均風速はそれぞれ27花/sと4TTl/sである.

Aklan県の人口は約397千人(90)であり､人口増加率はl.9% (85-90)で

あるo 人口の約87%は農村人口である(85) 0

主要産業は稲作を中心とする農業である｡かんがい用水が十分に供給されてい

る地区では､二毛作が行なわれている｡その他の作物はトウモロコシおよび換金

作物のココナツ､アバカ(糸芭蕉)などである｡また､海岸沿いには養魚池があ

り､農産物以外の住民の収入源となっている｡

一方､ Aklan)Il河口に位置する県都Kalibo市は観光地として有名であり､観

光部門の生産t)比較的大きい｡ Aklan川で二分される東岸と西岸は､唯-河口の

Kalibo橋で結ばれている｡
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2.2.3 計画地区

本計画の対象地区はAklan川下流域の4,300haであり､ Banga､ Kalibo､ New

Washington､ r･lalinao､ Lezo､ Numanciaおよびト1akatoの7地方自治体を含む.こ

のうち､ 3,920haは既存の 一^klan川かんがいシステムー 地区である.

計画地区の南限および西限は､ Panay山地および丘陵地である｡また､北は

Sibuyan海に､東はNew Washingtonの湿地に面している｡地形は平均斜度3%以

下の平坦地である｡計画地区の中央を^klarI)Hが南から北に流下しており､地区

は東西に2分されている｡その他の小河川は排水路として機能している｡

既存の取水口は､東岸ではBangaから約5h上流のSigcayに位置する.一方､

西岸ではより下流のMalinaに位置する.集水面積は約8けOKniであるo

計画地区の人口は､県の総人口の約47%を占め去186千人(90)である.

2.3 計画の概要

2.3.1 目 標

本計画は,既存の"Aklan川かんがいシステム'の問題点を改善するとともに､

地域の農村環境を整備することを目標に,次の項目を実施する｡

1. 3.920haの既存かんがい農地の生産性の向上

2. 380haの天水農地へのかんがい導入

3. Aklan川の東西両岸の交流手段の向上

4.地域の社会基盤施設の改善

5.かんがい施設の管理運営費の低減

6.雇用機会の増大

7.地域間格差の是正

8.地域径済の活性化による民生安定

18
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2.3.2 主要施設の諸元

計画の目標を達成するために､以下の施設を整備する｡

(l) 取水堰

1)取水ダム

越流式堰とかんがい用水の取人口から構成され､新規に建設される｡

(単位:n)

西 岸 東 岸

固定堰 増 長

堰 高

堰頂巾

堰底巾

上流エプロン

下流エプロン

護沫工

285.0 275.0

3.0 3.0

3.0 3.0

14.0 14.0

3.0 3.0

2O.0 20.0

5.0 5.0

可定堰 堰 長

堀 巾

(含下流エプロン)

上涜エプロン

護味工

ゲート

15.0

34.0

8.5

5.0

V3.0 芸 H2.7 X 3

Vl.6 Ⅹ H2.0 X i

22.0

34.0

8.5

5.0

V3.0 又l]2.丁 Ⅹ 5

Wl.6 X r]2.0 A i

取人口 甘2.0 Ⅹ Hl.0 A l 甘2.0 A Iu.6 X 2

(新設) (既存施設)

軽車柄の通行が可能｡

2) Durnga Brushダム

既存施設を改善し､取水効率を向上させる｡

(2) かんがい施設

1)西幹線用水路

延長 8.83伽

構造 アースライニング水路
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断面

設計流量

設計流速

水路勾配

粗度係数

2)西王水路

延長

(3)道路

延長

構造

巾員

舗装厚

底巾;2.8TR

水路高;2.OTR

法勾配;1:1.5

Q-3. 577i/s

V-0.52m./s

s -0.802

n-0.025

660m

軟水堰-MalirlaO道路 約4伽

Banga-New Vashington道路 約9触

砂利舗装通

有効巾員; 4TR

全巾; 6m

15cm

2.3.3 実施計画

本計画は､基本設計段階6ヵ月問および詳細設計･建設工事段階20ヵ月間の計

26ヵ月間で実施する｡

(1)基本設計段階

以下の調査が必要である｡

l.資料､情報の収集と再検討

2.測量

3.気象,水文調査

4.地質､土壌調査

5.かんがい､排7k調査

6.栽培､営農調査

7.積算､工事計画
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(2)詳細設計･建設工事段階

工事に先だって以下を実施する｡

1.現地調査と質料追加収集

2.実施設計

2.4 総合所見

フィリピン国政肘は､国内の地域間格差の是正を重視しており､ Panay島は

l,uzon島に次ぐ開発対象地といわれているo 一方､本計画の対象地であるAklan川

涜域は､ Panay島の中でも開発の遅れている真因地域である｡

フィリピン国では米の自給がほぼ達成されたといわれているが､地域間で状況は

異なっている｡ Aklan川流域では､かんがい施設の老朽化によって生産が限界に逮

しており､増加する人口に地域の供給が不足しつつある｡そのため､かんがい施設

の改善が早急な課題となっており､本計画の実施により､ 16,020tの米の増収が期

待されている｡

一方､交流手段の向上は物涜､人的移動を活発にし､地域経済を刺激し､
tloilo

市などの都市およびLuzon島との地域間格差の是正に貢献する｡本計画の実施によ

り､取7k堰を橋として利用することにより､ 10払以上の距離が短縮されるo

本計画の実施主体となるNI Aは､本計画の推進を最重要視しており､事業の実施

を切望している｡さらに､本計画は直接的に地域住民に便益をもたらすものであり,

農村総合整備の効果は大きいといえ､緊急かつ優先的に実施されることが望まれる｡
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1.調査団貞の略歴

山 中 誠 仁

(軽 歴)

昭和41年3月

昭和41年4月

(業務歴)

昭和43年11月

-6ヵ月

昭和48年10月

-9ヵ月

昭和51年8月

-Sヵ月

昭和52年3月

-15ヵ月

昭和53年11月

-Sヵ月

昭和54年3月

-3*J]

昭和55年1月

-4S*j]

昭和59年12月

-16ヵ月

昭和61年6月

-20ヵ月

平成2年3月

-18ヵ月

昭和L8年2月1日生

東京大学農学部農業工学科卒業

㈱パシフィ ックコンサルタンツインターナショナル

第二事業本部 農水事業部長

クウェート国 下水処理水利用かんがい計画

ラオス国 バンナボン農村建設計画

フィリピン国 マニラ市および周辺地域洪水対策

フィリピン国 ナビンダン水門建設計画

ナイジェリア国 ラゴス新港計画

アフガニスタン国 稲作開発計画実施設計調査

フィリピン国 ナビンダン水門建設計画

チリ国 マポーチョ川流域農業開発計画実施調査

パキスタン国 パルチスタン州地下水かんがい開発計画調査

コロンビア国 キンディオ川流域農業総合開発計画調査

-
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野 崎 裕 昭和26年18月13日生

(経 歴)

昭和52年3月

昭和52年4月

昭和57年9月

(業務歴)

昭和58年6月

-loわ月

昭和59年6月

-Sヵ月

昭和59年12月

-16ヵ月

昭和61年11月

-8ヵ月

昭和62年8月

-8ヵ月

昭和63年4月

-7ヵ月

平成元年2月

-Sヵ月

平成元年10月

-12ヵ月

平戒2年11月

-9ヵ月

平城3年2月

-3ヵ月

北海道大学農学部農業生物学料率業

北海道大学付属植物園

㈱パシフィ ックコンサルタンツインターナショナル

農水事業部 主任技師

コロンビア国 バンプロニータ川流域農業開発計画実施調査

パラグアイ国 パラグアイ農業開発計画実施設計調査

チリ国 マポーチョ川流域農業開発計画実施調査

中国 北京疏菜研究センター整備計画基本設計調査

グアテマラ国 モン-スかんがい計画実施調査

エジプト国 北シナイ農村総合開発計画調査

ブラジル国 海外林業適地連木調査

ウルグアイ国 国家造林5ヵ年計画調査

コロンビア国 ボゴタ市大気汚染対策計画調査

タイ国 造林研究訓練計画終了時評価調査
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2.調査 日程

10月13日(日)

1.0月14日(月)

10月15日(火)

10月16日(水)

10月17日(木)

10j]18E] (A)

10月19日(土)

10月20日(日)

10月21日(月)

10月22日(火)

10月23日(水)

10月24日(木)

東京発 Cebu City着

セブ首都圏開発計画､セブ首都圏7k道局､環境天然資源省協議

セブ州知事､セブ市長表敬

Mananga川涜域管理委員会､知事局協議

国家経済開発庁､土質調査所､土地公社資料収集

農業省､市農業局協議

凹aTlanga川流域現地調査

士壌水保全財団､セブ首都圏開発計画､セブ首都圏水道局協議

Mananga川流域現地調査

Iloilo移動

国家かんがい庁､農業省協議

国家経済開発庁資料収集

Aktan川流域現地調査

11oilo周辺現地調査

国家かんがい庁協議

農業省資料収集

Manila移動

国家かんがい庁長官表敬

国家かんがい庁､農業省JICA専門家協議

日本国大使館表敬

資料収集

Manlla発 東京着
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3.面会者一覧

Embassy of Japan

Yugo Mat:suda

Metro Cebu Development

Gabr土el V. Leyson

Kenji Maruoka

F土rst secretary

Project (MCDP)
ProコeCt D土rector

Deputy Project Manager

Metropolitan Cebu Water

Armando H. Paredes

Adorac土on B. Rod土1

Cesar P. Carayo

Provinne of Cebu

Em土1まo ”. R. Osmena

Robert:o ”. Ybane2:

District (MCWD)
Assist:ant: General Manager,

Operations & Maintenance D土Ⅴ土s土on

Assistant General Manager,

Technical Services Division

Edgar 氏. Sibonga

Manuel T. Manuel

Retitut:o B. AIcaee2:

C土ty of Cebu

Thomas de la Rama Osmena

Florendo F. Zablan

Rolando ”. Lagaac

Cove rnor

Chairman, Committee on Agriculture

and Natura Resources of

the Provincial Board

Provincial Planning & Development:

Office

Cebu Resources Management Office

(CRMO)
Deputy Governor, First D土str土ct

Mayor

Office of the Mayor

Central Cebu Hlllyland Development

Project (CCfIDP)
C土ty Agriculturlst′

Clty Agriculture Department

Porferio ち. Esplnar. Jr. City Forester′

City Agriculture Depa上tment

Department of Environment and Natural Resources (DENR)
Jeremias L. Dolino

Estan土slao E. Galano

Department of Agriculture (DA)
Franclsco A.でaれ. Jr.

Ⅴ土cente Y. Majaducon
Larry P. Naclonales

Sigetaka Saburi

Regional Director, Region V==

Assistant ReglOnal Director ′

Region V工工

Regional Director, Region VZ

Project Development & Evaluation

Sectlon′ ReglOn Vエ

Adviser.工ADCCO

National Economic and Development Authority (NEDA)

N土gel Paul C･ Vlllarete Chief of工nfrastructure′ Re9ion V工工

Alexander Q. Valenclano Economist. Region V工
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National Irrigation Administration (N=A)
一ose ら. del Rosar土○, Jr

=sidro R. Digal

Dom土n90 Y. Dato-on

Eduardo P. Cors19a

Samuel S. Jap土tana

Serg10 D. Agt:ing

Ron土e B. Jagor土n

Fellx R. Franc土sco

Rizalo F. Concepcion

Sum土o Olsh土

Administrator

Manager , Pro3 eCt Development

Department

Regional =rrlgat:ion Manager,

Region V=

Division Manager , Englneering

Dlvislon, ReglOn Vエ

Division Manager′ Systems

Management Division, Region VI

Planning Sect:ion, Region V=

Planning Section, Region V=

エrrlgatlon Superlntendent′

Aklan Panakuyan River =rrlgation

System

Aklan Panakuyan R土ver エrrlgatエon

System

Sr. Irrigation a Drainage Engineer,

J工CA

Philippines Tourism Aut:hority

Benコam土n S. Canete

Soil & Water Conservat:ion Foundat:ion Znc. (SWCF)
Alda ”. Granert

RIcardo B. Peteros

Patr土ck C.”. Dugan′ Jr.

Ramon Aboiti2: Foundat:ion, =nc.

Maria Cristina C. Aboit:i2:

Corones Development Corporation

Roberto E. Aboiti2: President:

Antonio J. P. Lozada Vice President
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4.収集資料一覧

Province of Cebu,主旦旦之_也

CRMO′ 里主星⊆Ⅰ地旦

CRMO′ 里丑⊇旦三重迦

CRMO.主旦旦呈__也

Office of t:he Provincial Governor,呈旦蔓主主立幽
塾幽, 1988

Office of the Mayor City of Cebu, ⊆旦垣旦と_+≧虫主L__旦主主と出違!垣
⊇卓越里ニ主ユ

CCHDP

,旦⊆旦ユ旦⊆主+≡生旦邑基地
里王旦i旦⊆主+_⊆匹哩ユ

MCWD′ 吐
&, 1991

MCWD,旦主星主旦呈出旦主

SWCF,地迫′ 1991

SWCF,辿垣

SWCF,三重⊆立地型!+室生旦出没圭′ 1989

NEDA′ ⊆型主主王辿担, 1991

NEDA. ⊆型主虹望主星型垣旦_j旦と旦⊆主星貞______⊆互qL⊥聖旦旦旦⊆互主⊇旦_+担!L_+些旦旦
*, 1991

DA′ 基旦互主⊆旦主土地追′ 1990

Cent:ral Visayas Consortium for Integrated Regional Research and
Development (CV-C工RRD ) ′ 虹
旦皇主辿量′ 1990

NMRエA,空地坦′ 1978

NMR工A′ 迦主軸迫′ 1990

NMR工A′ 蜘迫. 1988

NMR工A′ 旦幽坦. 1988

Mananga River Watershed Development Project.里幽
主⊥星旦._旦!迫
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Bookmark 工nc.′ !聖地′ 1990

SWCF,幽

Regional Development: Council, West:ern Visayas (Rigion V=),

蜘

i991, 1986

Regional Development Council′ Western Visayas (R19土on V工)′

星組′
1990

N工A, 型!皇地壁些星空L_j生旦出些二L
辿±′ 1990

DA, &

DA′ 垂旦!幽

DA.旦旦旦主由

NEDA,幽

Departlnent Of Tour土sm′ 地
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